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ＣＳ－２１ひび割れ補修セットは、コンクリートに発生したひび割れを、
『ＣＳ－２１クリアー塗布』 および 『ＣＳパテすり込み』
により補修し、耐久性を向上させるとともに、美観を回復させる工法です。

ＣＳ－２１クリアーは、けい酸塩系表面含浸材に分類（土木学会）される無色透明・無臭の水溶液です。
ひび割れ部に浸透させることにより、表層部を緻密化させ、ひび割れ自閉効果の促進します。また、ＣＳパテす
り込み後に表面に塗布することにより、サンドペーパー等の使用で荒れた表面を保護する材料です。

ＣＳパテは、コンクリートに近い無機質の乾燥硬化型パテ材です。
微細なひび割れにすり込む事で充填し、３色のパテ（グレイ・シルバー・シルバーホワイト）で色合わせ可能な
ため、補修跡がほとんど目立たないように美観を回復することができる材料です。

特　徴

・ ひび割れ点在箇所の部分補修が可能です。

・ 無機質材料のため、有機系材料に比べ紫外線などによる劣化に対する抵抗性に優れ、有機溶剤等の有害物質
を含まないため安全です。

・ ＣＳパテは乾燥硬化型のため、セメント系材料のようにドライアウトの懸念がありません。

・ ひび割れ注入時には、シール材としても適用可能であり、従来工法における注入後のシール材撤去の工程が
省略できます。

適用範囲

・ ヘアークラック～幅０.２ｍｍ程度以下（挙動小／非進行性／漏水なし／注入工法対象外）

使用する道具

ハケ・ヘラ(金属)・ゴムヘラ
サンドペーパー・ウエスなど

施工の流れ

１．下地処理
２．ＣＳ－２１クリアー塗布
３．ＣＳパテすり込み
４．表面仕上げ
５．ＣＳ－２１クリアー塗布

※詳細については、https://www.cs21.jp/ の施工手順書、補修施工デモ動画、FAQ（よくある質問）をご参照ください。

　ＮＥＴＩＳ ： ＣＧ－１１０００３－ＶＥ

問合せ先(九州統括)

問合せ先(開発会社)

　ＣＳ－２１ひび割れ補修セット技術名称

 製　品　概　要

　株式会社計測技研 営業部　担当：高島 一顕　 電話番号：０９２－９３９－２６０６

技　 術 　概 　要

　株式会社アストン 技術部　担当：谷村 成　　 電話番号：０８６－２５５－１５１１

施　工　概　要

 ＣＳパテすり込み状況 施工完了 

ＣＳ－２１クリアー

外 観：無色透明・液体
主成分：けい酸ナトリウム
比 重：1.05～1.09
ｐＨ値：11.3～12.3
荷 姿：120ｇポリ容器

ＣＳパテ

外 観：灰色ペースト状
主成分：炭酸カルシウム

二酸化ケイ素
けい酸リチウム

比 重：1.90以上
ｐＨ値：10.5以上
荷 姿：100ｇポリ容器

シルバー

ホワイト

シルバー

グレイ

未補修箇所

補修箇所

NETIS登録番号：CG-110003-VE 活用促進技術 特許：第5379413号
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補修箇所のコンクリートに合わせて、３色のＣＳパテ（グレイ、シルバー、
シルバーホワイト）より選定する。
または、３色のＣＳパテを任意に混ぜ合わせることで、調色することも可能。

コンクリート表面の汚れをケレン、エアーブロアまたは水洗いにより掃除する。

ＣＳ－２１クリアーを塗布する前に、ＣＳパテを均一になるまでよく混ぜる。

※蓋を開けると浮き水がある状態のため、傾けてこぼれないよう注意する。

※ＣＳパテは乾燥すると固化するため、混ぜ終わったら直ぐに蓋を閉める。

ひび割れ部の乾燥状態を目視確認し、ひび割れ内部に充分浸透するようＣＳ－
２１クリアーをハケ等で塗布する。

※ひび割れ部に水が残っていると、ＣＳ－２１クリアーが浸透しないため注意。

ＣＳ－２１クリアーが乾かないうちに、ひび割れ内部にＣＳパテを、ゴムヘラ
・スポンジ等ですり込む。

※ＣＳパテは乾燥すると固化するため、プラスチックの板などに適量を取り、
　直ぐに蓋を閉める。（作業中であれば、容器開口部を湿った布で覆い、ＣＳ
　パテの乾燥を防ぐことで代用しても良い）

コンクリート表面にはみ出したＣＳパテは、硬化する前にスクレーパー等で削
り落とす。

ＣＳパテの硬化確認後、サンドペーパー等により、表面に付着した余分なＣＳ
パテを除去し、仕上げを行う。

削り粉などのほこりをエアーブロアー等で除去し、サンドペーパー等の使用で
荒れた表面（ひび割れを中心に幅１０ｃｍ程度）に、ＣＳ－２１クリアーをハ
ケ等で塗布する。

施工直後（施工１２時間後程度以内）に、降雨等で施工箇所が水に濡れる恐れ
がある場合は、シートで覆う等の養生対策を行う。

ひび割れの延長が長い場合、全体に一度に塗布すると、ＣＳパテのすり込み前に、ＣＳ－２１クリアーが乾燥
するため、範囲を区切って（例：延長３０～５０ｃｍ単位）で施工してください。
（ 乾燥したコンクリートにＣＳパテが触れると、水分が吸収され、急激に固まり施工が困難になります ）

※ ＣＳパテの可使時間および硬化時間の目安

可使時間：約５分，硬化時間：約２時間

ＣＳ-２１クリアー塗布後、乾かないうちにＣＳパテを塗布した場合（気温２０℃）。
気温や湿度や下地乾燥状態により変化する場合があります。

降雨時に施工する場合は、施工箇所が水に濡れないよう養生を行ってください。

ＣＳパテは、乾燥硬化の際にわずかに収縮しますが、重ね塗り可能な材料のため、硬化後（施工翌日以降）に、
再施工（ＣＳ－２１クリアー塗布⇒ＣＳパテすり込み）することで、開口部の欠け等の幅が広い部分を充填す
ることが可能です。（ ただし、ひび割れ注入工法の代用にはなりません ）

開栓後はお早目にご使用ください。残った材料を保存する場合は、キャップをしっかりと閉めて冷暗所に保管
してください。（ 容器をビニール袋に入れる等、乾燥を防ぐ対策が有効です ）

　

乾燥養生

留 意 事 項

ＣＳ-２１ひび割れ補修セット 施工手順書

事前色合わせ

下地処理

ＣＳパテ撹拌

施 工 手 順

ＣＳ－２１クリアー塗布

ＣＳパテすり込み

表面仕上げ

ＣＳ－２１クリアー塗布

○詳細については、ウェブサイト（https://www.cs21.jp/）の

施工動画 ・FAQ（よくある質問）をご覧ください。

https：//www.cs21.jp
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技術名称 ピコソーラーパワーサプライ 担当部署 建設ソリューション営業部

NETIS登録番号 KTK-170014-A 担当者 河田　頌

社名等 コーユーレンティア株式会社 電話番号 03-6758-3516

技術の概要

国の機関　4　件　（九州　0　件　、九州以外　4　件　）　
自治体　　 5　件　（九州　0　件　、九州以外　5　件　）　
民　 間　　188 　件　（九州　32　件　、九州以外　156件　）　

技 術 概 要　

1．技術開発の背景及び契機

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2020年9月30日現在）

　離島や沿岸部、河川や山間部などの僻地、遠隔地または被災地などの工事現場では電源確保
が困難な場所も多く、従来は発動発電機を使用しています。しかし、これらの場所で発動発電
機を運用するには労力やコストが増大することもあります。
　特に近年、i-Constructionの推進により工事現場でのＩＣＴ活用が加速しています。それに
伴い通信機器／計測機器／保安機器／GNSS機器／ネットワークカメラ／各種センサーなどの小
電力で分散設置されるIoTデバイスが導入され、夜間や休工日なども、ちょっとした電気を各
機器へ供給する必要があり、発動発電機より容易に仮設電源として運用できる電源開発が急務
となっています。

２．技術の内容

　ピコソーラーパワーサプライは簡易小型独立ソーラー電源です。再生可能エネルギー（以下
再エネ）である太陽光発電で発電された電気を屋外設置可能なステンレス製の本体に搭載する
バッテリーに充電し、蓄電します。蓄電された再エネ100%の電気は昼夜を問わず使用すること
ができ、エネルギーの自給自足、地産地消を容易に実現するパッケージ型電源ユニットです。
　新型の「ピコソーラーパワーサプライACE（エース）」は、これまでオプションとしていた
AC100V出力を標準仕様とし、幅広い機器へ給電性能を向上したことで汎用性を高めました。ま
た、不安定なソーラー電源の運用をサポートをするLPWAによるリモート保守機能も標準機能と
し、遠隔地からも発電や蓄電の状態を把握することが可能となりました。

　ピコソーラーパワーサプライは従来の発動発電機に比べ、燃料を使用しません。そのため燃
料代を無くし、燃料の手配、給油作業、毎日の操作など、仮設電源の維持・管理に伴う工事現
場の補助労務を省力化し、燃料が起因となるリスクも無くします。また、騒音、振動、排気ガ
スなどの作業公害が発生しないため、近隣や地域を含めた社会的要請である環境負荷低減の具
体的な取り組みとして、レンタルで再生可能エネルギーを容易に導入することが可能です。
　特に屋外に分散設置されるＩＣＴ関連機器の仮設電源として、発動発電機での運用に比べ、
効率化と省人化を図ることもできます。

・沿岸部や離島、山間部や河川などの電源確保が困難な工事現場
・現場範囲が広域で電源使用箇所が分散・点在している工事現場
・被災地など、停電エリアの工事現場
・災害下で停電の発生が起こり得る工事現場
・商用電源や発動発電機の使用が制限もしくは困難な工事現場
・燃料の使用や保管が制限もしくは困難な工事現場
・遠隔地で設置期間が長期間に及び、発動発電機の給油の手間や労務を省力化したい場合
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技術分類

技術名称 ＲＢＰウォール工法 担当部署 太洋基礎工業㈱九州支店内

NETIS登録番号 QS-160035-A 担当者 斉藤 博昭 

社名等 ＲＢＰウォール工法協会 電話番号  090-9791-8069 

技術の概要

国の機関　 6　件　（九州　　5件　、九州以外　1件　）　
自治体　　　27　件　（九州　　21件　、九州以外　6件　）　
民　 間　　　5　件　（九州　　3件　、九州以外　2件　）　

３．技術の効果

　PC鋼棒連結によるプレストレス効果により、逆巻き工法のみならず、上方への延伸（順巻き工法）も施
工可能です。また、掘削する地山の地盤条件によっては、各段毎の1段施工ではなく、2段施工も可能で
あり工期の短縮が図れます。安全性においては、設置するリバースボルトパネルは、前段のアンカー補
強鉄筋で地山に固定されているリバースボルトパネルに、即座にPC鋼棒で緊張連結されるため、施工
性に優れ、作業の安全性が確保されます。

４．技術の適用範囲

<適用可能な範囲>　　・切土法面勾配　1：0.1～1：0.5　　　・法面高さ　H=20ｍ以下　　・アンカー補強鉄筋
長は10ｍ以下を標準とするが地質等に応じて延長できる
<特に効果の高い適用範囲>　・用地制限のある場所　　・順巻きのできない箇所

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　RBPウォール工法は、切土法面を補強しながら法面上方より切り下げていく、逆巻き工法です。従来の
逆巻き工法は、コンクリートパネルと地山に挿入されたアンカー補強鉄筋との2部材の組合せによって、
切土補強土工が構成されていました。RBPウォール工法は、従来の2部材に加え、コンクリートパネルど
うしを上下方向に第3の部材であるPC鋼棒で緊張連結することにより、切土法面全体の安定性を高める
工法です。

　RBPウォール工法は、現況の地山を上方よりカットして急勾配法面を形成する逆巻き工法です。カット
した法面はリバースボルトパネル（コンクリートパネル）を補強鉄筋（アンカー）で地山に固定していきま
す。リバースボルトパネルはPC鋼棒で各段毎に上下連結されるため、裏込めモルタル充填までの間、片
持ち梁状態で保持されています。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式） ※別紙２
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６．施工手順

1-29



������� � 	




��
�� �����������

�������� 
!"##$%&'()*#$+),$##)%-./)*#$+),$+0
0

#
1-30



�	�12

3

45�67�89:�;<=>?�@ABCDB�E;�FGHIJKLMNAB	OPQ	ORS�TUVKLWXYZ[;\]N̂ _�`abRScNdRKef�ghijNklmKno\pABqjrs�tuvwcxRlyNz{klm�CDN|}~��������N�������N���������N�OTU�rK�d\���RS����	O����N45�67�89:�s	O��U\b��T�KAM� ]h¡¢£¤�	s��

�	�1¥¦

,

§ ���9:�¨ CD<=© �ª«¬­ ®̄ °±�²³́«¬µ¶·

1-31



���9:�

+

¸¹º»¼¼¼½a¾¿¾w¾¿¾Àa

ÁÂÃÂ¾Ä

ÁÂÂÂ

ÅÆÂ¾Ç�È

ÉÊ9:�

ËÌ«¬�ÍÎ8�Ï

Ð¼ÑÒ¼Ó

ÁÊ9:�

ÔÕÏ4�8�{Ö×ØDÙÚÛÜÝ{ÖÞÜ

ÉÂÂÂ

ÁÉÆ¾ßÇàÁá¼â¼àÅãäÉÅ¾åæÁç�^s¤WCD<=ËÌ«¬

Éèã

éêëìÃÂíîÈÈÉ

ïð�ñ	

CD<=�Uòó
ôõõõ

öõõõ

÷øù öõöú

ûõõ
ûõõ

ôõõõ

öõõõ

÷õõûüö ûú÷

ûõõ
ûõõ

�	�ýþ45�67�89:������K�ª«¬sµ¶a�]h�����°�68�6��KLMR�b��RS	
K�\�¤b�
_��\]h������×Ø�LMN��h������������s���p�R�R�ð�KL�]�°�68�6��KLMN���s�b¡�� ����;bWiH�!M���Ö"KLM#$��pABÀa�s��\N%&KCD<=>?��'(p$N)K�O�TU�*+s¤���

0
1-32



,-s¤W��§AMB	O./�01�s2]W3;���;bMN4oklm���56�*+�78;bMNdRw��9:;W�<klmr��=>�?9a�N��w��9a�W3;KL�]z@�ABCRr�DEW=>�̀a¡s¤W3;��NFG�HÞ�?9a�N�,��I��9���s!W�¨���9:�J�N�ª«K;<=>?�@ABCDB�Ers9:�LMPQRS;D�Kµ¶a�Wp$NR�KDhTU\pklm;�W3;�:;W�©���9:�J�N�isNOa�Wp$ÛPKQ�N�iRS�9T�W3;��FGHÞ�?9a�N9:�UO�VWKHIJpXYZÕ��ód�a�]hWp$N[\FGK�]¯̂ �W�

_
<`a¦

�db���¢£¤

%

cdùeõf

cdüeõf

cdùeõf
cdüeûf

cdôeõf

cdüeûf
cdôeûf

cdùeõfôgûõgúõ

úeõõh

÷úõõ

úeõõh

ôgûõ gûõôû÷õ öiõeû

1-33



�db���j£¤

*

ùûõõ

ööûõûûõõ


)

 �kl�

1-34



 �mj





Ön./s9:�op;Nq×�rsotuvÈ�Àa�s���	Owï�'(�

xM�y�zd\]Nq×{��jU|}K���9:��{}�W�

 �mj


#

���9:�;RS;�~�K��$�?�'(�

���'hNCD<=�>?��±�8�?�'(�

1-35



 �mj


3

��?�'�]��u���N��¤N8�Ï�Õ^KLMCDK���Uò\N�����̄ °°��8��ò�W�

�j�N���oâ���M�\RS;bW����wï�K��K�{}@���E�W�

 �mj


,

���"9:�K��K�ª«¬��ò@®̄ °±�sq[$E\]Ï��ÕsxM�����K{}\p��9:��®̄ °±�KxM���9:����ª«¬��MÎ�W���ª«¬�o�\p�N°���689:��jU�|}�s� ]{}\N°��8N  ¡̄��®̄ °±���MÎ�N8�Ï�Õ^@,++¢�£Es¤¥_�¦?N9:��|}N./r�*§\b��{}�U�W�

1-36



 ��b


+

¨ � ©ª«¬­®<t¯°±²@³�«¬E��´µª³�¶·¸À¹º��@»¼½Evw����ijª¾«¬�¿ÀÁ�¶·R�

 ��b


0
òm� Âyð�

1-37



 ��b


_

¨ � ©ªÃÄÅÆ�ÇÈ'ÉFH��´µªÊËÒÌÍÎÏmÐÑÒriÓ{��@Ôo��E��ijªÃÄÅÆÕ�ÖÕ×ØÙ �ÚºªÛOÜuÈ¿ºuÈ Ýao�È	 . / ªoªvt�

ÂyÞß¦


%

 �ð�

1-38




*

 �ð�

Âyð�

 ��b

#)

¨ � ©ªàá���´µªâ2R�tàáÖµã@ä×o!"��E	O|}~�PQ������ijªàá�åæ�ä×o!"R�

 �|}

1-39



#

òm� klçO¦

##

ò��@è#*t,t,E ×Ø�� ��V@è#*t%t3
E

×Ø�� �@è#*t%t3
E �����å@è#*t
)t
#E
1-40



#3

éO½êëìíîïð{@è#*t

t_E  ��V@è#*t

t
,E

ñ,��Ây

#,Â y

ò,�� �ð�@è3)t
)t#3E

ò,�� �å@è3)t
)t#3E
1-41



 ��b

#+

¨ � ©ªó2'É	ô <tÓ{�õö {w÷øùúk��´µª«¬ûüã@Á«¬Eþý¸À¹þ�����ijªþý���×

 �|}

þýûüã��8

#0
 �ð�

1-42



#_
Âyð�

z{klmCD��  ��b

#%

¨ � ©ª�ÜÅ��Ó{��j��´µªÌÍ�t�Üvç@�	��E|}Z
 {����ijª�ÜÅÙ±�Æ��× �"�ªz{klm@
�l Ï̄ECD

 ��  �ð�

 �ð� Âyð�
1-43



tu����  ��b

#*

¨ � ©ª��SÅ��������´µª�tu�oçtu������ijª��SÅ �"�ªtu	O�XY��

 �ð� Âyð�

	OXY����  ��b

3)

¨ � ©ª���¨¯°±²��´µª���Ô�¨�j�� !w"@í#$ov�E��w÷����ijª%�Å& ����' �"�ª��@tu	OE�XY��

 �ð�
Âyð�

1-44



��×{()����  ��b

3


¨ � ©ª���¨¯°±²��´µª���Ô�¨�j�� !w"@í#$�vuE��w÷����ijª%�Å& ����' �"�ª��@tu	OE×{()��CD��

 �ð�
Âyð�

 ��

	OXY~�����  ��b

3#

¨ � ©ª�ÜÅà Ó{��j��´µªÌÍÅt`*+,ãÛy�u-|}~���@�|Ô�v�çE��ijª�ÜÅÆ���+,× �"�ª	OXY~���

 �� Âyð�

1-45



./0�1(.2h�\p

33

��
�� ������������������ � 	
�������� 
!"##$%&'()*#$+),$##)%-./)*#$+),$+0
0

1-46



技術名称 フル・ファンクション・ペーブ(FFP) 担当部署 九州支店営業部

NETIS登録番号 ＫＴ－１３００１０－ＶＥ 担当者 松浦勝利

社名等 株式会社ガイアート 電話番号 092-714-6501

技術の概要

国の機関　 79　件　（九州　15件　、九州以外　　64件　）　
自治体　 　164 件　（九州　　4件　、九州以外　160件　）　
民　 間　　　53　件　（九州　　1件　、九州以外　　52件　）　

３．技術の効果

・排水性機能と防水性機能の２つの機能を併せ持っているため、舗装体内に雨水等が浸透せず、
排水性舗装に比べて舗装体内からの破壊の懸念が少なくなります。
・高性能改質アスファルトの使用により、耐流動性と骨材飛散抵抗性に優れています。
・下部防水性機能により凍結防止剤の流出が少なく、凍結抑制機能の持続性が高くなります。
・路面を粗面（縦溝粗面）に仕上げることで、ブラックアイスバーンの解消が図れます。
・縦溝粗面構造により、すべり抵抗性に優れているため、スリップ事故の発生を抑制します。

４．技術の適用範囲

・寒冷地域の冬季路面対策が必要な幹線道路
・坂道や曲線部、トンネル出入り口などすべり抵抗が求められる道路
・寒冷地域の排水性舗装の代替
・排水性舗装路線の交差点部
・橋面舗装の表層

２．技術の内容

５．活用実績（2020年3月31日現在）

排水性舗装は、安全性に優れた舗装として普及していますが、長期間使用されていく中で、タイヤ
のねじり等による骨材の飛散や空隙詰まりが生じて排水性機能が低下したり、排水性舗装体内か
ら下層へ水分が浸透していくために、表・基層界面からはく離が生じ、急速に脆弱化します。このた
め修繕工事では二層以上の打換えが必要となります。また寒冷地においては、舗装体内に残った
水分が夜間に氷結することにより膨張し、舗装体内から破壊する等の不具合も顕在化しています。
このような排水性舗装の問題点を改善するため、フル・ファンクション・ペーブが開発されました。

フル・ファンクション・ペーブは、混合物一層で表面付近は排水性機能，下部はＳＭＡ(砕石マスチッ
ク舗装）の防水性機能を併せ持つ、次世代型の多機能型舗装工法です。この工法はメカニズムを
改良したアスファルトフィニッシャを用いた施工によって、路面のキメ深さを確保できる縦溝粗面に
仕上がり、この縦溝粗面と表面付近の空隙に凍結防止剤が簡単に流出せずに留まることで、塩分
残存率の高い粗面系の凍結抑制舗装となります。さらに、路面のすべり抵抗性も優れています。ま
た当社独自の高性能改質アスファルトを使用することにより、高い耐流動性と骨材の飛散抵抗性が
得られ、排水性舗装の弱点を大幅に改善できる舗装工法です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 
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６．写真・図・表
　　フル・ファンクション・ペーブの構造と機能イメージ

フル・ファンクション・ペーブ混合物の配合試験基準値

      シニックスクリードによる敷均し状況 　　　仕上がり路面の例 (福岡都市高速）

基層

4
cm

～
5
cm

1cm程度
排水性機能

排水

縦溝4cm間隔

防水性機能

排水性効果

ＦＦＰ 密粒ギャップ

大分県九重町

凍結抑制効果
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KL ŵxyz{|B}~�N:PGHfxyzkRTlmUS

��KLRUmw������N:P��f��z��x kRTlmRSMNO@̂ QRBCDEF ��KL:MNOPPmSRUUVMNS

n5678<= rs

��KLRmUw��B}����N:P��f���z kR�lmS

MNO@�def ����:MNOPPR�̂VMNS

MNO@�QRBCDEF��KL:MNOPP�S��UVMNS

��KLRRmw�� ¡m  ¢£�N: Pdef¤¥Lz kR�l¦S

n56789§̈©ª«<=s
n ¬~­9§̈©ª«<=s®̄°±@²°³̄°}´ r

MNO@µ QRBCDEF ��KL:MNOPP�UUVMNSKL¶w t·¸����N:P��f�¹z kRTlmRSnº°³ª«»¼otu rs

1-59



��½z¾¿ÀÁÂÃ´��£�N: P��f��z kR�lmSMNO@���ÄQR¾¿LÅÆÇOPP�¦UVMNS

MNO@¦ QRBCDEF GHIJKL:MNOPP�¦UVMNS��B}ÈÉÊ¡ËÌN:PGHfÍ j kR�lmRS

nÎÏÐ56789ÑÒÓÔÕs
nZÖ×Ð®Ø­9otu9ÑÒÓÔÕ rs

MNO@�QRBCDEF ÙÚKL:MNOPPmS�UUVMNSMNO@mU
ÛÜBCLÝ�Þßà��£�N:PáefÙâãzkR¦l�Snx´ä®5678<=s

n56789§̈©ª«<= rs
áef fÄåæFOPPmS¦̂UVMNS

çèéêëìíî��LÅ��£�N:PÙÚfïtzkR¦lRS

QðB}LÅ��£�N:Pñòfóôz kR¦lmUS
MNO@mmQRBCDEF ñòIJKL:MNOPQmS¦�UVMNS

nõö§º©̄95678<= rs

1-60



GH¾÷à øxñ ùúN:PGHfûüi\�ý kR�lmRSMNO@ATQRBCDEF GHùæ:MNOPPmSR�TVMNS

nþ�ÎÐ®otu95678s

MNO@mRQRBCDEFGHIJKL:MNOPPTSR��VMNS ��ùúøxB}N:�LÅDEN:PGHfûüi\�ý kR¦lmRS
n����®56789�§�̄°̈©ª«��s

n����§º©̄®5678<=s
MNO@m̂ QRBCDEFñòIJKL:MNOPPmSRUUVMNS

QðB}��£�N: Pñòf	
iQðj kR�l¦S

MNO@A�QRBCDEF ñòIJKLOPPRS��UVMNS
]�KL����_äB}��£�N: �
lmR

Pñòfóôz9Qðj S nõö§º©̄95678<= rs

MNO@A� QRBCDEF ñòIJKLOPPmS¦�mVMNSñòRmUw��ËÌh��B}Ë�N: Pñòf]�z k̂UlmmSn56789§̈©ª«<= rs MNO@A¦ PmSRUUVMNS

�î������£�N: Pñòfx�j �
lmRS

n56789§̈©ª«<= rs

1-61



QRBCDEF áeIJKL:MNOPPmSU�UVMNSMNO@A�çè Ûëìáe����M���¡N: Páef��z �Rl̂S
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担当部署 福岡事業所 国土環境事業部

担当者 松下　晶季

電話番号 092-474-8300

5.採用実績　(2020年10月上旬時点)

技術の概要
1.技術説明

　上部保護層、水分分配層、保水層、吸水層の4層で構成されたコンクリート養生

シートであり、十分に含水させ、脱型後のコンクリート表面に貼り付けることで、

常に湿潤養生状態を保ち、かつ水分の逸散を抑制しコンクリートの品質を高めるこ

とができる。

2.従来工法との違い

　コンクリートに最適なのは水中養生だが、現場にプールを作ることはコスト面や

養生水の処理面で非常に困難なため、散水によるシート養生が主である。この

CURE-RIGHTも同様のシート養生だが1度の散水で約7日間の養生が可能なため、従

来のシート養生のような毎日の追加散水が要らないという大きな特長がある。

　また従来のシートは厚手の物が多かったが、CURE-RIGHTは非常に薄く、散水前

の重量が約110g/㎡と軽量なため、作業性や養生後の撤去の手軽さが現場で高く評

価されている。高い養生効果により、次頁のデータのようにコンクリートの品質向

上に貢献できる商品である。

3.技術の効果

3-1.施工上のメリット

　1度の散水で約7日間養生できるため、毎日の追加散水が不要であり、水道代や作

業賃を抑えることが可能。また、非常に軽量なため作業性に優れ、工夫次第で垂直

面への使用も可能。

3-2.品質性能上のメリット

　特殊な4層構造により、シート養生でありながら水中養生に近い数値を出すこと

ができるためコンクリートの品質向上に貢献できる。（データは次頁参照）

4.技術の適用範囲

4-1.適用可能な範囲

 ・コンクリート構造物全般のコンクリート養生時に適用可能

4-2.特に効果の高い適用範囲

・水平面のコンクリート養生に使用する事で、より対象物との密着性が高まり、湿

潤状態を保つ事ができる

4-3.適用できない箇所

・特になし。ただし、コンクリート表面に凹凸があるとシートとコンクリート間に

隙間が生じ、保水効果が十分に発揮されないので表面の平滑処理が必要。

・また、風などにより捲れを防ぐためシートの端に重量物(材木など)の設置を推奨

する 。強風時や気温が5℃未満の時は作業を行わないこと

・国  土  交  通  省　　  11件　（九州0件）

・その他 公共機関　　   6件　 （九州2件）

・民　　間　　 等　　  18件　（九州9件）

技術概要

技術名称
CURE-RIGHT

「コンクリート養生多層シート」

NETIS登録番号 KK-190046-A

社名 小泉製麻株式会社
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6.写真

7.規格/物性 規格：約0.96m幅×約18m、　重量：約110g/㎡
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